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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 平成22年5月10日に公表いたしました平成23年3月期第2四半期累計期間および平成23年3月期通期業

績予想の修正について下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成23年3月期第2四半期累計期間業績予想数値の修正（平成22 年4 月1日～平成22 年9 月30日） 

（１）連結 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

97,100 

百万円 

4,000 

百万円 

3,600 

百万円 

2,900 

円 銭 

12.77 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 105,600 7,000 6,500 5,200 22.90 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 8,500 3,000 2,900 2,300  

増 減 率            （％） 8.8 75.0 80.6 79.3  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成22年3月期第2四半期累計期間） 
85,381 △5,739 △6,435 △8,453 △37.22 

 

（２）個別 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

85,800 

百万円 

3,400 

百万円 

3,000 

百万円 

2,500 

円 銭 

11.01 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 93,200 6,300 5,800 4,900 21.58 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 7,400 2,900 2,800 2,400  

増 減 率            （％） 8.6 85.3 93.3 96.0  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成22年3月期第2四半期累計期間） 
73,691 △5,402 △5,825 △7,994 △35.20 

 

２．平成23年3月期通期業績予想数値の修正（平成22 年4 月1 日～平成23 年3 月31 日） 

（１）連結 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

191,500 

百万円 

8,000 

百万円 

7,200 

百万円 

6,100 

円 銭 

26.86 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 200,000 11,000 10,100 8,400 36.99 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 8,500 3,000 2,900 2,300  

増 減 率            （％） 4.4 37.5 40.3 37.7  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
185,588 572 △660 △770 △3.39 

 

（２）個別 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

百万円 

167,200 

百万円 

6,400 

百万円 

5,400 

百万円 

4,800 

円 銭 

21.14 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 174,600 9,300 8,200 7,200 31.71 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 7,400 2,900 2,800 2,400  

増 減 率            （％） 4.4 45.3 51.9 50.0  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 3 月 期 ） 
160,709 30 △873 △507 △2.23 



 

３．業績予想修正の理由 
半導体・液晶製造装置向け等の厚板、自動車、電気機械向け等の一般汎用材や箔地などの売上数

量が前回予想を上回る見込みとなったことから、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益のいづ

れも前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

 

 

(注)上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さま

ざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


